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お問い合わせ

2月12日（金）～2月16日（火）

片平お花の会ジュニア（6歳～小学校5年生）
北波 克彦（世話人）

片平お花の会ジュニア自然観察発表会

片平お花の会ジュニアとは、お花や竹の管理をしてくだ
さっている北波さんと一緒に片平公園をきれいにする
活動をしています。また、公園で育てた野菜や花の種を
収穫したり、花や昆虫の成長の観察もしています。2019年
～2020年の2年間の活動記録を発表します。
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3月12日（金）～3月16日（火）
せんだいまち力ミュージアム　VOL.12

せんだいまち力ミュージアム実行委員会

まち全体をミュージアムと見立て、人とアートの出会い
を創り、遊気・元気の交歓をしていきたいと毎年開いて
いる作品展です。2才から70代まで、バラエティ豊かな
作者の作品が並びます。油彩・水彩を中心に愉快な
作品が揃いますので、ぜひお出かけください。近隣の
協賛店でも同時開催します。

E

3月19日（金）～3月23日（火）
詩と絵の二人展

玉田 尊英、松宮 榮典

詩人・玉田尊英の詩と画家・松宮榮典の絵のコラボ
レーション。それぞれ独自の活動を通してお互いの
共鳴・共感をベースに新しい抒情詩と深い思索から
生まれた具象・抽象画を展示します。（玉田尊英：日本
現代詩人会・宮城県芸術協会・宮城県詩人会各会員、
松宮榮典：二紀会準会員・宮城県芸術協会会員）
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2月26日（金）～3月2日（火）

学都仙台コンソーシアム 復興大学事務局

「復興大学」事業活動パネル展

復興大学は、震災直後から、学都仙台コンソーシアムに
参画している学術機関などが連携し、復興支援のリー
ダーとして活躍できる人材の育成、地域の将来を担う
児童・生徒の学習支援、被災地企業の復興支援や災害
ボランティア活動などを実施してきました。今回は、事業
10年目にあたり、これまでの活動の記録をパネルや映像
で紹介します。
■オンラインシンポジウム：2月20日（土）
　詳しくは裏面をご覧ください。
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3月5日（金）～3月9日（火）

東北工業大学 経営コミュニケーション学科 猿渡学研究室

猿展2020卒業展示会feat.二人展

2020年度の卒業生による最後の展示会です。コロナ以前は、学内で数回にわたって
展開していた猿展の集大成である卒業研修の最後の披露の場なのですが、今年度は
最初で最後の展示会となってしまいました。4月以降のコロナ感染拡大の影響で研修
自体が全てオンラインとなり、実作メインの研究室は企画・製作の中止を余儀なくされ
ました。夏以降、全てが遅れてスタートし、新しい生活
様式が強く提唱される中、映像制作、写真撮影、物語
の制作に対して学生たちがどのように奮闘したのか、
その記録です。彼らの作品は、Withコロナではなく、
Postコロナという遠い未来を見つめている気がします。
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3月26日（金）～3月30日（火）
光画展 Ⅳ「触覚の光画／光画に関する断章」

Yuki TACHIBANA

「写真」ではなく「光画」にこだわり、光と影（陰）の表現を追求する「光画展」の第4回目の
開催です。今回のテーマは「触覚の光画」です。レンズやカメラなど、光画と私たちの
間にある媒介を可能な限り排除して、「光に触れる」ことを意図しています。新型コロナ
ウイルスの影響により思うようにポートレイトが撮れなくなりましたが、それ以前より、
被写体との関係には常に可逆的な接触関係があった
のではないでしょうか。いわば、撮影者は被写体に
対して、視線において常に触れ、そして触れられる
関係だったのです。これを、「光に触れる」こととし、
今回の展示会では、光画に触れる感覚を視線で楽し
んでもらいたいと考えています。
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東北工業大学では、学習意欲旺盛な学生や市民の皆さまに向けて
「市民公開講座」を開講しております。工業大学らしい工学系の講座から、
建築・デザイン・一般教養まで多種多様な講師陣に学んでみませんか。
皆さまのご参加をお待ちいたしております。

◆会場：『Zoomウェビナー』によるオンライン開催
　※ZoomおよびZoom（ロゴ）は、Zoom Video Communications, Inc.の米国および
　　その他の国における登録商標または商標です。
◆申込み：全講座申込み制
　Webサイト上の申込みフォームにて受付いたします
◆参加費：無料
◆詳細：東北工業大学 市民公開講座Webサイトをご覧ください
◆お問い合わせ：地域連携センター 022-305-3817

お申込みフォームQRコード

人文・社会
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二瀬 由理（東北工業大学 経営コミュニケーション学科 准教授）

幸福とは何か ―心理学的観点で考える―

「人は、どのような時に幸せを感じるのか」、この問題は誰もが関心を持っているものの、
非常に難しい問題です。この講座では、これまで講演者らが行った調査の結果を踏まえ
価値観の違いによる幸福観の違いを考察します。また、コロナ禍で会う人も行動も
制限されている中で、幸福の価値はどう変わったのか考えます。
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2011年の東日本大震災から10年が経ちます。
「復興大学」は、震災直後から、復興支援の担い手となる人材育成、
地域の将来を担う子供達の学習支援、被災地企業の復興支援、
災害ボランティア活動などの事業を実施してきました。このシンポ
ジウムは、復興に関わり続けた活動とその想いを、「復興大学」の
歩みを通じて未来を考える場となりますよう開催いたします。

■日時

　令和3年2月20日（土） 13：30～16：00
　（受付開始13：00）オンライン開催

■参加申込み
　事前に復興大学ウェブサイトからお申込みください。
　（締切：2月17日（水）まで）
　http://www.fukkou-daigaku.gakuto-sendai.jp/
　または、下記QRコード、メール／FAXにてお申込みください。
　　　　　　　●E-mail：fukkoudaigaku@tohtech.ac.jp 
　　　　　　　●FAX： 022-305-3808
　　　　　　　①氏名　②会社名・学校名　③住所　④電話番号
　　　　　　⑤オンライン希望、もしくは会場希望を明記ください

【注意】※基本的にオンラインでの参加をお願いいたします。
　　　※人数制限を設け、会場での観覧も受付けますが、オンライン参加が　　
　　　　可能な方はできるだけオンライン参加の申込みをお願いいたします。
　　　　（観覧会場：江陽グランドホテル４Ｆ銀河の間）
【重要】今後の感染症の状況により、全てオンライン開催になる場合がございます。
　　　詳しくは復興大学HPをご確認ください。

■次第
　開会挨拶　学都仙台コンソーシアム会長
　来賓挨拶　宮城県知事
　＜第1部　講演の部＞
　●渡邉 浩文 氏（東北工業大学 副学長）
　●菅原 昭彦 氏（気仙沼商工会議所 会頭）
　●石田 秀輝 氏（東北大学 名誉教授）

　＜第2部　ビデオメッセージ・意見交換＞
　【ビデオメッセージ】
　　平川 新 氏（東北大学 名誉教授）
　　今村 文彦 氏（東北大学 災害科学国際研究所 所長）
　　国土交通省 東北地方整備局長
　　復興大学受講生代表
　　復興大学事務局
　【意見交換】　
　　モデレーター:菊地 良覺（復興大学部会長 東北工業大学副学長）

■主催・後援
　主催／復興大学（学都仙台コンソーシアム復興大学部会）
　後援／宮城県

■お問い合わせ
　東北工業大学　地域連携センター（復興大学事務局）
　TEL： 022-305-3818 　FAX： 022-305-3808
　E-mail： fukkoudaigaku@tohtech.ac.jp
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